
活力ある経済社会を目指す検討小委員会 中間レポート（案）構成図

第１節 九州圏の圏土構造の位置づけと特徴
（１）発展する東アジア等に開かれた九州圏
①東アジア等と九州圏の歴史的つながり
②東アジアに開かれた九州圏
（２）発展する北部九州の都市圏と地域を支える

拠点となる都市圏
①北部九州の都市圏への人、物、情報等の集積
②都市が適度に分散する九州圏の都市構造
③隣接地域との結びつき
④九州圏を支える交通・情報通信ネットワーク
（３）地域資源が豊富な九州圏
①九州圏の地域資源
②我が国の食料・木材供給を支える地域としての
九州圏
③一大観光地としての九州圏
（４）厚みを増す九州圏の産業集積
①九州圏の産業構造
②自動車産業、半導体産業等の産業集積
③新たなニーズに対応した新産業の形成

第２節 九州圏を取巻く経済社会情勢の転換
（１）人口減少・少子高齢化の進行
①本格的な人口減少社会の到来、急速な少子高齢化
の進行
②人口減少・少子高齢化の影響
（２）産業構造変化の加速
①産業構造の転換
②生活・産業の情報化
（３）東アジア等の経済発展と九州圏の国際化
①東アジア等の著しい経済発展
②東アジアの発展と九州圏の人、物、情報等の流通

第３節 九州圏をめぐる様々な課題
（１）東アジア等の経済発展に連動した国際競争力の強化
（２）人口減少下における地域の自立的発展と九州圏の活力の強化
（３）産業振興を支える交流・連携の推進

第１節 九州圏の特長を活かした産業振興と競争力の
強化

（１）産業集積を活かした新たな産業展望
・集積産業の継続的発展
・新たな価値の創造
・物流基盤の整備による企業立地の促進
（２）新産業を核とした産業振興
・東アジアにおける物質循環圏の形成
・次世代産業の育成
・産学官、企業間等連携の促進
（３）ものづくり基盤の強化
・ものづくり基盤産業の競争力強化
・企業を育成する環境整備
（４）地域を支える産業の振興と安定的発展
・地域資源を活かした産業振興
・九州観光のブランド力の強化
・少子高齢化の進行に対応した産業の振興
・地域産業を担う人材の育成・確保

第２節 九州圏の産業振興を支える環境の構築
（１）持続的な成長を牽引する都市圏の形成
・国際・広域交流拠点としての都市圏の強化
・魅力ある都市圏の創出
（２）多種多様な人材が集積する産業構造の形成
・国際ビジネスを担う人材の育成・確保
・地域社会を支える人材の育成・確保
（３）産業振興を支える物流・交流機能の充実・強化
・東アジアに開かれた国際交流ネットワークの形成
・東アジアに開かれた物流ネットワークの形成
・情報ネットワークの形成と格差是正

第２章 九州圏の課題への対応の方向性

第３章 活力ある経済社会の実現に向けて

１．成長型、牽引型産業を核とした「産業アイランド」の推進等による競争力の強化

２．学術研究都市等の知的集積を核とした産学官連携等による産業の高度化の推進

３．社会情勢の変化等に対応した地域を支える産業の新たな展開

４．九州圏の未来を切り開く人材育成と多様な活躍の場の創出

５．多様な交流・連携を推進するソフト・ハード基盤の充実

第１章 九州圏における現状と課題
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